ミラノにおける日本文化年２００９

２００９年は「ミラノ市における日本文化年」として、多くの日本関連イベントが開催されています。ミラノ市のサイトにも「ミラノにおける日本」として日本関連イベントページが構築されました（トップにミラノ市文化助役と共に東博史駐ミラノ総領事の挨拶文も掲載されています）。

主なイベントは以下のとおりです。

１．「Samurai」展

２月２５日～６月２日、於：王宮美術館

主に江戸時代の日本の武具を紹介（展示品は当地の美術蒐集家と市の美術館から）。

茶道デモンストレーションや日本映画上映会、各種講演会など多くの行事を展覧会期間中に行い、大成功の下に幕を閉じました。

２．「MONET. IL TEMPO DELLE NINFEE　モネ、睡蓮の時代」

４月３０日～９月２７日、於：王宮美術館

現在会期中。モネの睡蓮シリーズ作品の展示、北斎・広重の浮世絵も並行展示することでモネの作品への浮世絵の影響を探る（展示品はフランスの美術館所蔵品）。

３．「That’ Butterfly」

９月８日～２０１０年１月１０日、於：スフォルツェスコ城
オペラ「蝶々夫人」に関するプッチーニの直筆楽譜をはじめとする貴重な資料を展示

４．桃山・江戸時代の日本の重要美術品展

１２月７日～２０１０年３月７日、於：王宮美術館

これら４つの市主催大型展覧会の最後を飾る、最も大きな美術展。

ミラノ市は同美術展に大変力を入れており、スカラ座開幕（１２月７日のミラノの聖人の日）前日にオープニングを行い、２-３月のミラノコレクションの時期までをカバーするという、世界中からのＶＩＰが訪れる時期に同美術展を行います。

桃山・江戸時代の日本の重要美術品１００点を展示、全て日本の美術館の所蔵作品となる予定。

同美術展については、監修を任されている「北斎センター」が日本の美術館と鋭意準備作業中です。

そのほか、ミラノでは市の協力の下、様々な日本文化事業が行われています。主なものは以下のとおりです。

1． ＭＩＴＯ（ミラノ・トリノ国際音楽フェスティバル）

９月３日～９月２４日、於：市内コンサートホールなど

ミラノとトリノで同時に開催される、第３回目を迎える音楽祭。今年のテーマ国は日本。

「Focus Japan」として、Yellow Magic Orchestra（トリノのみ）、作曲家細川俊夫氏作曲のオペラ「班女」上演・雅楽などの演奏会、同氏のパネルディスカッション（同氏の他、磯崎新、Gae Aulentiなどが出席予定）、エレクトリック音楽家池田亮司（いけだりょうじ）のコンサート、能上演、太鼓コンサート、日本舞踊（お箏演奏）、茶道デモンストレーション、日本映画上映会（北野武、塚本晋也監督など、最近の日本映画１０本を上映）など多彩な催しが予定されています。日本からも多くの音楽家の方が訪れます。

２．第１８回ミラノ音楽フェスティバル

９月２４日～１１月８日、於：市内コンサートホールなど

今回のメインテーマは日本の作曲家武満徹（たけみつとおる）、同氏作品の多くのコンサートが開催されます。また日本からも音楽団が来訪演奏を行う予定。

３．写真展「SGUARDI SUL GIAPPONE 13 Fotografi giapponesi 日本へのまなざし１３人の日本人写真家」

７月１日～９月６日、於：写真ギャラリー「Ｓｐａｚｉｏ　Ｆｏｒｍａ」

日本の現代写真家１３人の写真展、作品はパリ・ヨーロッパ写真美術館所蔵品。

そのほかにもミラノでは常時多くの日本関連イベントが開催されており、ますますその数は増えています。日本食レストランの急増（多くが中国人経営ではありますが現在ミラノだけで３００軒あるとも言われています）と併せ、日本への関心はますます高まりを見せています。

ベネチアにおける日本のプレゼンス

そのほか特筆すべきこととして、ベネチアにおける日本のプレゼンスが挙げられます。ベネチアではベネチア・ビエンナーレ（美術展と建築展を交互に毎年開催）、ベネチア国際映画祭と大きな国際文化イベントがあり、日本も大きなプレゼンスを示しています。特にビエンナーレ会場に「日本館」を持つビエンナーレにおいては、毎年日本の美術、建築の最新の風潮に大きな注目が集まります。また、ベネチアには日本を代表する建築家の一人安藤忠雄氏が内装を設計したpalazzo Grassi, Punda della Dogana（こちらはまさに最近２００９年６月にオープン）という二つの現代美術館（仏ピノー財団コレクションの美術館）があります。

日本の建築家の活躍

また安藤忠雄氏はじめ、磯崎新、伊東豊雄、などの日本の建築家はイタリア、特にミラノにおいて極めて高い評価を得ており、日本の建築家の作品はイタリア随所に見られます。主なものとしてミラノのアルマーニ劇場（安藤忠雄）、トレビーゾのベネトン本社（同）、ボローニャ見本市会場（丹下健三）、ナポリ新都心（同）などがあります、今後建築予定のものとして、ミラノ旧見本市会場の高層ビル（磯崎新）、ボローニャの駅庁舎（同）、ベルガモ県庁舎（同）、フィレンツェ・ウッフィーツィ美術館玄関（同）などがあります。２００８年１１月にはミラノ中心部ガレリア内にて「パラレルニッポン　現代日本建築１９９６－２００６」（国際交流基金巡回展、総領事館・ミラノ市共催）を開催、好評を博しました。

【リンク】ミラノ市「ミラノにおける日本文化年２００９」http://www.comune.milano.it/dseserver/giappone/index.html　（イタリア語のみ）

